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研究成果概要 
KAGRAで必要とされるレーザー出力安定化機構について、安定化方式の検討、高出力用実

機製作の際のポイントの洗い出し等を目的に、前年度に引き続きレーザー出力安定化の予

備実験を行った。 

今年度は図１のような構成で音響光学変調器(AOM)を用いたレーザー強度安定化のシス

テムを構築し、ノイズ測定とノイズ軽減のための方式検討をすすめた。 
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30mW程度の小出力レーザーを用いた実験では、年度当初の強度安定化は30Hz帯の

relative intensity noise で1.4×10-7 Hz-1/2であったが、さまざまな工夫により年度後半

では12dBの改善がなされ3.7×10-8 Hz-1/2となった（図２）。また、改善後の100 Hz帯での

relative intensity noiseは2.4×10-8 Hz-1/2であった。改善した点は、光学マウントの振動

対策、散乱光の処理、電源ラインのノイズ対策などである。 

 

   

さらにショットノイズを抑えるために出力が高い(2W) NPROのレーザーを用いて進めた

ところ、100 Hz帯でのrelative intensity noiseは1.8×10-8 Hz-1/2に減少していることを確

認した。 bKAGRAの目標感度（1年間に10回の観測）を達成するためにはさらにおよそ10倍

の安定化が必要であるが、電気系や音響系のノイズの原因を調べながら更なる安定化の方

策を試みている。 
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